
【取組内容】 国語科～デジタルツールを活用した協働的な文章作成の実践～

広島市立牛田小学校

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

国語科の「書くこと」の領域において、デジタルツールを活用して、児童が文章構成と推敲の過程を協働的に進める学習を行いました。児童は
複数の文章のまとまりをカード形式で分け、それぞれのカードに適切な内容を配置しながら、文章の構成を考えました。この段階では、自分の考
えを整理し、どの順番で情報を伝えるかを意識することができました。
その後、推敲では、児童同士が文章を送り合い、互いに添削を行いました。友達が文章の中で足りない部分や改善点を赤で添削し、フィード
バックをもらうことで、より良い文章に向けた改善が行われました。この活動を通じて、児童は文章の構成力や推敲力を高めるとともに、他者との
協働性を感じ取っていました。
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